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ラオスにおける食を営む力の育成に関する研究（）
―ヴィエンチャン特別市居住者の食生活の実態―
A study of the cultivating the abilities of knowledge and skill about the cooking and the eating habits
in healthy ways of Lao people（Part 1）
―The current state of the food culture and the eating habits of residents in Vientiane Capital, Laos. ―
今津屋 直 子 ＊
Abstract
This paper examines the current state of the food culture and the eating habits of the residents of
Vientiane Capital, Laos. It examines how Lao people develop their abilities and knowledge with respect
to their eating habits, respecting the lives.
The study used a structured interview approach, with interpreters of the Laotian language. The
research was carried out from Oct 2014 to Feb 2105. The sample comprised 27 residents from the
Vientiane Capital area.
The most frequently consumed food within the daily meals of the Lao people is steamed glutinous
rice and dishes made up of vegetables, meats and fish. In the city area, people also buy ready-made
foods at food stands for breakfast or lunch. People that are focused on maintaining their health mainly
eat vegetables and fish, which they recognize as healthy foods. In Laos, people often share foods or eat
together with families, relatives, friends, and neighbors; therefore, they learn table manners from a
young age, via observation.
The respondents who have experience of farming harvest their own rice and vegetables; capture
insects to eat; pick bamboo shoots, wild herbs, and mushrooms; and fish or rear fish for self-sufficiency.
They also share these foods with neighbors and sell them at local markets. Of the 27 total respondents,
24 participate, either by themselves or with family members, in giving alms at the mendicancy every
day, and especially during Buddhism ceremonies.
According to the results of the research, activities that form part of the respondentsʼ daily lives
include food-sharing, alms, and farming, and they have an awareness of safety and the health benefits of
the food culture and eating habits. Based on the results of the research, a subsequent questionnaire will
be formulated.
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 はじめに
筆者は関西学院大学の留学制度により2014年月
より約カ月間ラオス人民民主共和国（以下、ラオ
ス）に滞在した。ラオスは東南アジアの最貧国のひ
とつであり、発展途上国といわれてきたが、GDP
成長率は％（2013）が示すように、経済状況は変
化している。筆者はラオス滞在中に食育をテーマ
に、ラオスの人々の食を営む力がどのように培われ
ているのかを明らかにすることを目的として調査活
動を進めていたが、食育（Food and Nutrition
Education）はラオスの人々にとって聞き慣れない
ことばであった。
食育は、我が国をはじめ、アメリカ、イギリス、
フランス、イタリア、デンマークなど、先進国で主
に推進されている。それは、先進国が食育を必要と
する課題を抱えているからである。我が国において
は、食育ということばが登場したのは石塚左玄の
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「食物養生法」（明治31年）、村井弦斎「食道楽」（明
治36年）等である。その後しばらくは、食育の必要
性が国民の間で共通の課題として認識されることは
なかった。当時の国民の食生活は現代のように豊か
ではなく、国は栄養不足・栄養不良を改善すること
の方が先決であった。食育の必要性が国民の間に浸
透するきっかけとなったのは2005年に成立した食育
基本法である。背景には、1960年代以降、我が国の
高度経済成長によってもたらされた豊かな食生活が
あった。そこには、栄養不足・栄養不良から栄養過
剰へと問題が転換し、栄養政策だけでは食生活の改
善が望めないような様々な問題があった。食育とい
うことばが登場して食育基本法が成立するまで100
年あまりの歳月を経て、食育の概念が国民の間に形
成されるまでに時間を要している。
発展途上国においては、人々の慢性的な栄養不良
が、結核や感染症のような様々な疾病の背景にあ
り、生きるための栄養補給、健康回復への栄養改善
が大きな課題になってきた。しかし、近年では、途
上国のなかでも経済的な地域格差から、栄養不良と
ともに、栄養過多による肥満や生活習慣病の増加が
問題になっている。いまや食育の必要性は先進国に
のみあるのではなくなってきている。
ラオスは海のない内陸国で、国土の約割を山
地、丘陵が占めている。主な産業のひとつは農業で
あり、GDP に占める農林水産物の割合は約24％
（Ministry of Planning and Investment 2013）である。
農業の特徴は、生物多様性の環境を保ちながら自立
的で豊かな生産システムを維持し、持続可能な社会
のモデルとして注目されている（小坂ら 2008）。し
かし、近年は海外からの投資の影響もあって、著し
い経済発展を遂げており、人々の生活にも変化がみ
られるようになった。特に都市部では、経済発展に
伴い、近隣の村から供給される豊富な農水産物や近
隣国からの輸入食品も加わり豊かな市場が形成され
ている（坂本・武田 2006）。農村においては、食糧
自給を目的にした生産活動から、携帯電話やバイク
など新しい生活スタイルに伴う消費を目的に生産活
動が行われるようになった（池口ら 2013）（池口ら
2014）。
ラオスの食文化については、人々はオコワのよう
に穀類のもち種を好み、ナレズシのような発酵食品
を多用することが紹介されている（中尾 1966）
（佐々木 2007）。近年の経済発展に伴い、加工食品
の利用等食生活の変化が部分的にはみられるが、伝
統的な食べ物や食べ方が現在も保持されている（村
中ら 2008）（野中ら 1999）。
一方、ラオスでは妊婦や乳児の死亡率が高く（ユ
ニセフ 2010)、特に、栄養不足が死に至る要因と
なっていることが指摘されている。妊婦に対する食
物禁忌や迷信のように伝統的な慣習に支配された食
事法は科学的な知見よりも優先されることが多く、
栄養指導を困難にさせている（浦部ら 2013）。ま
た、高い栄養不良率とともに、栄養過多による肥満
や生活習慣病の増加が問題となる栄養転換の現状も
確認されている（村山ら 2010）。栄養方法について
の知識不足は、食べものと健康の関係についての教
育が行われておらず、ラオスにおいては食に関する
教育・食育の重要性に対する意識がまだ低いことが
考えられる。
そこで本研究では、ラオスにおける食育の必要性
を検討するため、食育・食に関する教育の実態やそ
の背景について調査することに着手した。本稿は、
経済発展による社会の変化、生活の変化による食生
活への及ぼす影響が大きい首都ヴィエンチャン居住
者の食生活に注目し、その実態を通してみえてきた
ラオスの人々の食を営む力について検討した結果を
報告する。
 調査方法および調査対象者の属性
調査の手続きはラオス国立大学を通し、調査の許
可および協力要請を行った。聞き取りの方法は構造
化インタビューで、ラオ語の通訳を介して行った。
調査時期は2014年10月〜2015年月、対象者はヴィ
エンチャン特別市（Vientiane Capital、以下ヴィエ
ンチャン）の市街地居住者17名と農村部のサントン
郡（Sangtong）居住者10名の合計27名である。調
査の対象者の居住地のうち、市街地というのは、
チャンタブリ（Chanthabouly）ほかシコッタボン
（Sikhottabong）、サイセタ（Xaysetha）、シサッタ
ナク（Sisattanak）、ハドサイフォン（Hadxaifong）、
サイタニ（Xaythany）の地区である。サントン
郡は市街地中心から西に車で約	時間あまりのとこ
ろに位置する農村地帯である。
質問項目は、食生活（生活時間、食事の内容、食
事の仲間）のほか、食習慣に与える影響への要因を
探るために、健康への意識、食の安全への意識、マ
ナーへの意識、農作業体験の有無、生活と仏教との
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関わりについて訊ねた。
さらに、ラオスの人々と仏教との関わりを調べる
ため、ラオス政府宗教局を介して寺院への訪問を行
なった。
調査対象者の性別、年齢、職業、同居者の人数を
表	に示した。今回の調査は、会社員、自営業、公
務員など様々な職業の人に依頼した。サントン郡居
住者は10人全員が農地を所有し農業に関わっていた
が、うち農業以外の職業に従事していない名は農
家（専業）と表した。
調査対象者が同居しているのは主に家族であった
が、	名は雇い主の家族と一緒に住んでいた。同居
人数は−人という回答が最も多かった。
図	には、調査対象者の世帯人数と世帯収入を示
した。農村部のサントン郡の場合は市街地に比べる
と世帯収入が低く、特に低いのは専業農家であっ
た。
 ヴィエンチャン居住者の生活サイクル
図に、回答者の起床、朝食、昼食、夕食、就寝
時刻を示した。起床時刻は時が名、時が名
であり、特にサントン郡居住者の起床は早かった。
就寝時刻は最も遅い人で零時であった。睡眠時間は
〜時間という回答者が多かった。
食事の回数は20代の名を除く25名が	日回で
あった。朝食は時から時、昼食は12時から13時
の間に、夕食は18時から21時に摂取していた。
回答者のうち、市街地居住者の、Cさん、Mさん、
P さん、Q さんの生活サイクルについて次に述べ
る。
Cさんは航空会社に務めて年になる。時45分
に起床、時には出勤し、持参した朝食をとる。12
時から	時間の休憩をとり会社の同僚と昼食をと
る。17時に勤務を終えて帰宅する。通勤時間はバイ
ラオスにおける食を営む力の育成に関する研究（	）
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第号／
今津屋直子  校
33
C
D
E
F
回答者
記号
G
H
I
J
表 回答者の属性
K
L
M
N
A 29 O 市街地 F 元自営業 75
居住地 性
別
職業 年
齢
回答者
記号
居住地 性
別
職業 年
齢
B
市街地 M 国家公務員 45
市街地 F 自営業（衣料品） 23 P 市街地 F 自営業（織物） 51
市街地 M 自営業（コンサルタント）
郡庁職員管理職 45
市街地 F 会社員（総務） 23 R サントン F 自営業（食堂） 60
市街地 F 会社員（秘書） 29 Q
市街地 M 教師 44 T サントン F 郡庁職員 27
市街地 M 会社員（日本企業営業） 27 S サントン M
会社員（総務） 27 V サントン M 自営業（卸売業） 43
市街地 M 銀行副頭取 66 U サントン F 郡庁職員 27
X サントン F 自営業（食堂） 42
市街地 F ハウスキーパー 35 W サントン M 農家（専業） 50
市街地 F
M 農家（専業） 58
市街地 F 銀行経理 38 Y サントン M 農家（専業） 55
市街地 M 会社員（運転手） 56
市街地 F 自営業（屋台） 28 AA サントン F 農家（専業） 39
市街地 F 雑貨店店員 39 Z サントン
市街地 F 自営業（食堂） 47
図 世帯人数と世帯収入
クで20分程度。夕食を準備する母親を手伝って20時
30分に夕食。週末は友人と食事をとったりするが普
段は家で食べている。
Mさんは夫と娘、それから夫の両親と弟の人
家族。Mさん自身はサンドイッチの屋台を営んで
いる。時に起床、市場へ行って買い物をし、時
には店に到着した後開店し、13時頃に閉店する。朝
食は時、昼食は閉店後帰宅してから食べる。その
後休んで、再び市場へでかけて夕食の買い物をす
る。夕食の準備をして、19時に夕食をとる。22時頃
には就寝。
Ｐさんは夫と子ども人、母と姉弟人の人家
族。織物の製造販売を商っている。時から時に
起床、朝食を準備して時〜時30分に朝食、時
には開店、店の調理場で昼食の準備をして12時に昼
食、店は21時に閉店するが、自分は家にかえって夕
食の準備をし、家族と20時頃には夕食をとる。22時
〜零時に就寝。夕食にお客を招くことが多いのでそ
のときは準備や夕食の時間が長くなる。
Q さんは、国家公務員で、妻も同じオフィスに
通っている。朝時に起床、朝食は時、娘が市街
地中心の私立小学校に通っているので学校に時半
に到着するように家をでる。自家用車での通勤時間
は約30分であるが、朝の通勤ラッシュでさらに時間
がかかることもある。昼食は11時半から、夫婦各々
で外食する。勤務は16時半までであり、娘たちを迎
えにいって、17時から17時半に帰宅する。夕食は19
時頃にとる。夫婦で料理をするが、夫が作るよりも
妻が作るほうがおいしいので、料理は妻が主に作っ
ている。22時に就寝。
サントン郡は、ヴィエンチャンのなかでは農家の
多い地域であるが、専業農家の名はいずれも家族
だけで営む小規模の農家であった。以下に、サント
ン郡居住者の T さん、W さん、Z さん、AA さん
の生活サイクルについてに述べる。
Tさんは、サントン郡の郡庁に勤務する公務員。
両親と妹、それから妹の子どもの人家族である。
時に起床し、時30分に朝食、時に出勤して、
昼食は12時、昼食は15分程度で済ませて妹の洋裁を
手伝い13時半に郡庁に戻る。16時半に仕事を終えて
帰宅。夕食の準備をし、18時に夕食、22時就寝（疲
れているときは20時に寝る）。夕食後には妹の洋裁
を手伝っている。
Wさんは、時に起床、時から時には朝食、
時には働きに出かける。12時に戻って昼食。畑で
昼食をとることもある。再び畑でかけて17時には戻
る。時々遅くまで仕事しているときもある。19時
〜20時に夕食をとり、食後はテレビをみたり、リ
ラックス、21時〜22時には就寝。雨季も乾季も同じ
ような暮らし、	ヶ月に日ほど休む。栽培や飼育
しているのは、もち米と少しのうるち米（自家用）
のほか、トマト、大根、空心菜、レタスなど。家畜
は、鶏と牛（以前は水牛もいた）である。鶏は時々
売っている。牛は売るまでに〜年はかかるが、
毎年〜頭売っている。
AAさんは、時に起床、まずご飯を炊き始めて、
動物に餌をやったり農作業を始める、時に朝食、
農作業、11時半から調理、12時には昼食。農作業は
17時に終了し、家事を開始する。19時から調理、20
時に夕食、その後はテレビをみてリラックス、22時
に就寝。栽培や飼育しているのは、米は割がもち
米、割がうるち米。ほかに、空心菜、十六ささげ、
なすなど、家畜はアヒル、鶏、牛である。
Zさんの場合は、時前後に起床、コーヒーを飲
教育学論究 第号 2 0 1 5
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第号／
今津屋直子  校
34
図 生活サイクル
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んで農地へでかけ作業を開始。時〜10時に小屋で
朝食。作業後13時に昼食。作業は18時に終了、夕食
を食べに帰宅。時々、夕食後に小屋に戻って泊まる
こともある。家畜の世話のため、家畜泥棒の番もし
ている。栽培や飼育しているのは、もち米とうるち
米、サラダ菜、キャベツ、きゅうり、ミニトマト、
十六ささげ、とうもろこし、水牛、牛、鶏、アヒル、
やぎである。
Y さんの農地はＺさんの農地から道路を挟んだ
所にある。人はサントン郡の同じ村に住んでい
る。聞き取り調査のときは Z さんが Y さんの小屋
を訪れていた。小屋というのは、農地の近くに所有
している休憩所である。高床式の簡単なもので、下
は放し飼いの家畜のえさ場や物置になっている。Y
さんの小屋は壁がほとんどなく、床も板や竹を並べ
て隙間があるので、風通しがよく、涼しかった。小
屋の傍らにはタマリンドの木が植わっているおかげ
で日差しを遮ることができ、休憩には快適であると
思われる。煮炊きもできるように、火を熾す場所も
設けられている。Y さんの生活も Z さんの生活リ
ズムに共通点が多くみられた。Y さんの場合は農
作業が終ってから川での魚釣りを日課としていた。
獲れた魚は自家用だけではなく、市場にも売って、
収入にあてている。
市街地の暮らしとサントン郡の暮らしの共通点
は、朝の起床が早く、夜の就寝が早く、睡眠時間を
−時間は取っている点である。朝の起床が早い
人は、朝時頃から始まる僧侶の托鉢に対する喜捨
の準備や、サントン郡の農家の場合は農作業に取り
かかっていた。
 ヴィエンチャン居住者の食事内容
食事の内容について訊ねた結果を表に示した。
朝食は、カオニャオと卵やグリルポーク、そして
ジェオ＊1、昼食は麺類、夕食はカオニャオあるいは
カオチャオと、野菜や肉、魚のおかずを各々	種類
とジェオという組み合せが多くみられた。カオニャ
オはもち米を蒸した飯、カオチャオはうるち米を炊
いた飯である。A さん以外は、もち米を主に食べ
ていた。ラオスにおいては多くがもち米を好むが、
モン族やアカ族のようにうるち米を主に食べる民族
もいる（Dorothy & Kees 2010）。回答者は全員が
低地ラオ族と答えており、民族による食文化の違い
はわからなかった。うるち米を食べていた Aさん
の場合は、うるち米が好きという理由からだが、回
答者のなかには家族が糖尿病のためもち米よりカロ
リーの低いうるち米を食べているという人もいた。
Gさんのように朝食と昼食はカオニャオで、夕食は
カオチャオといったパターンが、市街地では見られ
た。Q さんのようにおかずによってカオチャオか
カオニャオを選んでいるところもあった。しかし、
サントン郡では回答者の全員が朝昼夕の食ともカ
オニャオであった。米飯は、カオニャオのみという
食べ方以外に、おかずとの組み合わせ、好み、健康
上の理由からカオチャオを選択する食べ方が市街地
居住者にみられた。
麺類では、よく食べられているのは、カピア（カ
ピアセン)＊2とフーという米の麺料理である。カピ
アはもち米を原料に、フーはうるち米を原料にして
いる（Dorothy & Kees 2010）。市街地では日本の
ラーメン店もみられ、インスタントのラーメン類や
カップラーメンも店頭に並んでいた。しかし、今回
の回答者の多くが日常食べているのは米の麺であっ
た。
食事の仲間については、朝食は、家で家族と食べ
る他、特に市街地では、食堂や屋台で麺類をひとり
で食べたり、コーヒーやサンドイッチを購入して食
べたりしている。
昼食は、農家が多いサントン郡では農作業に出か
けた際は近くの休憩小屋でひとり、あるいは家で家
族と食べるほか、地域の人と共に食べることもあ
る。市街地では職場の近くの食堂や屋台で食べるほ
か、職場でご飯やおかずを持ち寄って仲間と食べ
る。また、住まいが近ければ帰って家族と食べてい
る。夕食は、ほとんどの回答者が家で家族と一緒に
食べていた。市街地においても通勤時間が約30分程
度と短く、家族が一緒にそろうことができると考え
られる。
行事食については、日本のような年中行事にちな
んだ各々の食べものは少ないが、結婚式、出産祝い、
新年、村祭りなど、家族や親戚の集まる際に頻繁に
つくられる食べものがあり、現在もなお家庭で作ら
れていることが多く、親しまれていた。
回答のうち頻繁に登場した行事食は、ラープ＊3
とカオプン＊4である。
Cさんによるとラープは幸運をよぶといわれてい
る。また、Bさんによると、カオプンは長い米の麺
を使うことから長生きを願って食べられる。そのほ
ラオスにおける食を営む力の育成に関する研究（	）
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家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
魚
の
ス
ー
プ
や
豚
肉
の
グ
リ
ル
、
野
菜
の
料
理
）
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
）
家
／
農
地
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
乾
燥
肉
、
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
十
六
さ
さ
げ
の
サ
ラ
ダ
）
家
／
農
地
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
筍
の
ス
ー
プ
や
鶏
肉
や
魚
の
料
理
）
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
＋
ジ
ェ
オ
家
／
農
地
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表

日
常
の
食
事
内
容
W X Y Z A
A
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
1-
2種
類
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
魚
の
グ
リ
ル
、
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
筍
の
ス
ー
プ
）
A B C D E F
回
答
者
G H I J K L M
摂
取
場
所
食
事
の
仲
間
内
容
摂
取
場
所
食
事
の
仲
間
内
容
摂
取
場
所
食
事
の
仲
間
朝
食
昼
食
夕
食
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
な
ど
)＋
ジ
ェ
オ
／
フ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
麺
）
家
／
外
家
族
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
ス
ー
プ
、
ラ
オ
風
シ
チ
ュ
ー
、
す
き
や
き
な
ど
）
家
家
族
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
目
玉
焼
き
＋
豆
乳
／
カ
ピ
ア
セ
ン
家
／
外
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
豆
腐
、
さ
や
い
ん
げ
ん
の
炒
め
も
の
、
麺
類
、
サ
ラ
ダ
、
焼
き
飯
＋
豚
肉
の
炒
め
も
の
家
／
外
仕
事
関
係
者
／
ひ
と
り
カ
オ
チ
ャ
オ
（
時
々
焼
き
飯
)＋
お
か
ず
（
サ
ラ
ダ
な
ど
）
家
／
外
家
族
／
ひ
と
り
内
容
職
場
の
同
僚
／
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
ス
ー
プ
、
野
菜
、
魚
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
（
兄
以
外
）
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
ゆ
で
卵
＋
豚
バ
ラ
肉
の
あ
げ
も
の
外
／
職
場
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
な
ど
)＋
ジ
ェ
オ
／
麺
類
外
／
職
場
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
野
菜
、
牛
肉
、
豚
肉
な
ど
ラ
オ
料
理
）
＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
グ
リ
ル
ポ
ー
ク
家
家
族
家
家
族
欠
食
―
―
定
食
（
カ
オ
ニ
ャ
オ
/カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず

種
類
）
社
員
食
堂
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
野
菜
、
焼
き
肉
）
家
家
族
（
弟
）
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
グ
リ
ル
ポ
ー
ク
＋
ジ
ェ
オ
＊
1
家
家
族
朝
食
と
同
じ
も
の
、
と
き
ど
き
そ
れ
に
野
菜
な
ど
を
加
え
る
外
／
職
場
／
家
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
肉
や
魚
の
炒
め
物
＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
外
／
職
場
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
野
菜
、
ラ
ー
プ
＊
3 、
ス
ー
プ
な
ど
ラ
オ
料
理
）
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
卵
料
理
、
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
グ
リ
ル
ポ
ー
ク
（
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
家
家
族
カ
ピ
ア
セ
ン
＊
2 、
家
（
週
	
回
）
で
は
ラ
オ
料
理
外
／
家
ひ
と
り
／
家
族
カ
オ
チ
ャ
オ
／
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
魚
と
野
菜
中
心
、
肉
は
月
	
回
、
ラ
オ
料
理
）
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
ウ
ズ
ラ
肉
の
グ
リ
ル
（
野
菜
は
食
べ
な
い
）
職
場
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
肉
と
茸
の
炒
め
も
の
な
ど
）
家
家
族
欠
食
―
―
色
々
な
麺
類
外
（
母
親
の
食
堂
）
ひ
と
り
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
ス
ー
プ
、
肉
と
野
菜
の
炒
め
も
の
、
魚
は
週
に

回
）
家
家
族
外
／
職
場
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
ラ
オ
料
理
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
コ
ー
ヒ
ー
と
卵
料
理
外
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
蒸
し
野
菜
、
ラ
オ
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
＋
ジ
ェ
オ
外
／
職
場
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
蒸
し
野
菜
、
ス
ー
プ
、
鶏
肉
の
グ
リ
ル
）
＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
ピ
ア
カ
オ
＊
5 、
欠
食
す
る
こ
と
も
あ
る
職
場
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
3-
4種
類
、
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
筍
の
ス
ー
プ
、
ゆ
で
野
菜
、
豚
肉
の
グ
リ
ル
）
家
家
族
カ
ピ
ア
カ
オ
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
筍
ス
ー
プ
職
場
（
住
込
）
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
プ
ン
パ
＊
6 )
＋
ジ
ェ
オ
職
場
（
住
込
）
ひ
と
り
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
ス
ー
プ
（
日
替
わ
り
)＋
野
菜
炒
め
職
場
（
住
込
）
雇
い
主
の
家
族
と
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
ゆ
で
卵
＋
野
菜
の
炒
め
も
の
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
/麺
類
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
1-
2
種
類
、
野
菜
や
豚
肉
の
炒
め
物
)＋
ジ
ェ
オ
家
（
兼
食
堂
）
家
族
（
別
々
）
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
ラ
オ
風
シ
チ
ュ
ー
、
野
菜
炒
め
、
ス
ー
プ
）
家
（
兼
食
堂
）
家
族
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
3-
4種
類
、
ラ
オ
風
シ
チ
ュ
ー
、
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
や
レ
ッ
ド
カ
レ
ー
、
ス
ー
プ
）
家
（
兼
食
堂
）
家
族
（
息
子
以
外
）
カ
ピ
ア
セ
ン
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
オ
ム
レ
ツ
自
営
の
屋
台
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
プ
ン
パ
、
魚
や
肉
の
グ
リ
ル
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
／
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
魚
の
グ
リ
ル
や
ス
ー
プ
や
炒
め
物
＋
ゆ
で
野
菜
）
家
／
自
営
の
店
家
族
来
客
が
多
い
家
な
の
で
そ
の
と
き
は
た
く
さ
ん
の
種
類
を
用
意
す
る
。
普
段
は
簡
単
な
料
理
（
サ
ラ
ダ
や
具
沢
山
の
お
か
ゆ
）
家
家
族
コ
ー
ヒ
ー
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
／
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
魚
の
グ
リ
ル
、
ゆ
で
野
菜
、
ス
ー
プ
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
／
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
4-
5
種
類
、
ス
ー
プ
、
多
種
類
の
獣
鳥
肉
類
を
使
う
）
家
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
ス
ー
プ
、
野
菜
、
魚
や
豚
肉
の
グ
リ
ル
）
家
（
兼
食
堂
）
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
3-
4種
類
、
野
菜
炒
め
な
ど
）
家
（
兼
食
堂
）
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
前
夜
の
残
り
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
る
外
／
職
場
職
場
の
同
僚
カ
オ
チ
ャ
オ
／
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
ラ
オ
料
理
）
＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
ピ
ア
カ
オ
、
カ
ピ
ア
セ
ン
、
カ
オ
ニ
ャ
オ
・
カ
オ
チ
ャ
オ
＋
お
か
ず
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
以
上
、
肉
の
グ
リ
ル
や
野
菜
）
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
野
菜
、
魚
、
ス
ー
プ
）
家
家
族
カ
ピ
ア
シ
ン
外
職
場
の
同
僚
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
野
菜
）
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
	
種
類
、
野
菜
や
魚
）
家
（
兼
食
堂
）
家
族
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
2
種
類
（
目
玉
焼
き
＋
野
菜
料
理
）
＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
肉
の
グ
リ
ル
や
野
菜
炒
め
）
家
／
職
場
友
人
／
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
野
菜
の
ス
ー
プ
や
肉
の
料
理
)＋
ジ
ェ
オ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
1-
2
種
類
、
目
玉
焼
き
、
野
菜
）
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（

種
類
、
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
筍
ス
ー
プ
）
家
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
1-
2
種
類
、
野
菜
や
豚
肉
の
炒
め
物
）
家
／
農
地
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
ゆ
で
野
菜
や
野
菜
炒
め
、
肉
の
炒
め
物
、
漬
け
物
)＋
ジ
ェ
オ
家
／
農
地
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
ス
ー
プ
や
炒
め
も
の
、
プ
ン
パ
家
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
ゆ
で
卵
＋
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
＋
野
菜
家
（
兼
店
舗
）
家
族
（
別
々
）
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3
種
類
、
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
乾
燥
肉
)／
麺
類
家
（
兼
店
舗
）
家
族
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3
種
類
、
ラ
オ
風
シ
チ
ュ
ー
、
魚
、
野
菜
、
ス
ー
プ
、
豚
肉
）
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
	
種
類
、
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
、
十
六
さ
さ
げ
の
サ
ラ
ダ
)＋
ジ
ェ
オ
家
／
農
地
家
族
／
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
野
菜
や
魚
中
心
）
家
家
族
カ
ピ
ア
セ
ン
家
（
兼
食
堂
）
家
族
（
別
々
）
麺
類
あ
る
い
は
カ
オ
ニ
ャ
オ
／
カ
オ
チ
ャ
オ
／
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
。
プ
ン
パ
、
蒸
し
野
菜
、
ラ
ー
プ
）
家
（
兼
食
堂
）
ひ
と
り
カ
オ
ニ
ャ
オ
＋
お
か
ず
（
2-
3種
類
、
ラ
オ
風
シ
チ
ュ
ー
、
魚
の
ラ
ー
プ
や
グ
リ
ル
や
ス
ー
プ
）
家
（
兼
食
堂
）
家
族
か、誕生日や家族や仲間との会食には家庭で家族の
好物を料理して客を招待したり、外食（ラオ風バー
ベキュー／寄せ鍋）にでかけたりして楽しんでい
る。
 健康や食の安全性に対する意識
表には、「健康のことを考えて食事をしている
か」という質問への回答のうち一部を示している。
健康のことを考えてないと答えたのは20代名、30
代名であり、その他は健康のことを意識して食事
をとっていた。健康のことを考えて食べている人の
なかには、野菜や魚を中心とした食事が健康に良い
という認識を持っている人が多くいた。
栄養バランスがとれているかどうかという問いに
対しては、質問の意味がわからない回答者が複数お
り、質問に関する詳しい説明を必要とした。これよ
り、健康的な食べ方を食品単位、つまり、どの食品
が身体によく、あるいはよくないかということを
知ってはいるが、何故良いのかという栄養的な要因
まで認識していないことが推察できる。特に、40代
以上の回答者の中には、栄養について学んでおら
ず、栄養の知識を持っていないことも考えられる。
回答者にとって、健康的な食べ方とは、栄養バラ
ンスのとれた食事だけではなかった。健康への意識
のなかには、「鮮度のよい食品を選ぶ」、「化学物質
が使われていない食品を選びたい」、「近隣国からの
輸入品への警戒心がある」というように、安全性を
意識した回答もあった。表には示さなかったが、食
の安全性に対する意識について訊ねたところ、安全
性について気をつけている点は、野菜をよく洗う、
鮮度のよい食品を購入する、化学物質使用の食品に
は注意する、輸入品（特に中国、ベトナム）への警
戒がみられた。
化学物質への警戒は、農家の栽培方法にも表れて
いた。Wさんの場合、作物には化学肥料を使わな
い。土壌にもよるが痩せている場合には、鶏、家鴨、
牛など家畜の糞を使用して土壌の改良をおこなって
おり、ほかにも害虫から作物を守る方法も知ってい
ラオスにおける食を営む力の育成に関する研究（	）
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第号／
今津屋直子  校
37
G
I
J
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回答者
N
O
P
R
表 健康に対する意識
S
T
U
V
E
あまり理解していない。
野菜などからビタミンをとっている。 そんなにいいと思わないが、カオニャオを中心に種類ぐらい
のおかずを用意している。
肝臓のことを考える。 あんまり考えてない。
ない、タイやベトナムから輸入された魚介類は使わない。 とれてない。
辛すぎないように、塩分の取りすぎには注意している。 とれている。
魚や野菜を中心に取るようにしている。クリーンフード、栄養
のあるもの、質のよいものを食べ、甘いものをたくさん食べな
い。肉はあまり好きではないから食べない。
自分の食べているものは取れていると思う。
健康のことを考えて食べることはない。健康のことを考えるの
であれば、食べることより運動の方を考える。
ご飯と野菜や肉のおかずを一緒に食べるといったけれど、それ
は健康のことというより食べたいから、その方が味がいいから
であって、健康のことを考えているわけではない。
健康への意識 栄養バランス
F
スタンドで売っているようなグリルしたものは食べない。 種類ぐらい異なるものをとっている。
野菜の方を肉より好んで食べている。 	日の栄養バランスを考える際には毎日フルーツを食べている。
野菜が栄養効果があるかなどを考えて食べている。 栄養のバランスを考えたら野菜を多く取るようにしたい。
野菜はもちろんだが、肉に比べて、よく魚をたべるようにして
いる。
ビタミンを考慮している。
自分の健康状態を考えて身体にとらないほうがよいものは食べ
ない。
栄養への知識はないが、経験にしたがって、栄養のバランスが
とれているように食事をしている。
考えて食事をしている。例えば、MSG を使わないで調理するな
ど。牛肉はコレステロールが高いのであまり食べない。野鳥も
どうかと思うので、食べない。豚肉や鶏肉の方を好む。魚中心
の食生活である。
バランスはとれていると思う。
ビタミンなど栄養が提供されるているか、食べることによって
自分の健康に注意をしている。
バランスが取れていると思う。
油、塩のとりすぎに注意。新鮮野菜をとる。缶詰は食べない。
清潔で衛生的、肉より野菜を多く取る。
魚や野菜を食べて高血圧を抑える。
化学的なものよくない。
新鮮さ。
W
X
Y
Z
AA
とれているつもりだが科学的な事はわからない。
とれている。
とれている。
とれている。
とれている。
自分が作っている作物には化学肥料を使わない。
た。Zさんも畑では化学肥料を使っていない。農薬
のことが気になるから、Zさんは食料をタラート＊7
や屋台で買っている。タラートには村の産物がなら
んでおり、安心して買えるということであった。例
えば、鶏肉は手羽先など、肉の部位で買うことはな
い。筆者が部位肉を見つけたのは、外国人がよく利
用する食料品店だけであり、タラートでは、鶏肉は
	羽単位で売られていた。Zさんが肉の部位で買う
ことはないといったのは、部位肉は、養鶏場で飼育
されたものやタイの輸入品の可能性があり、飼育に
化学物質が使われているかもしれないという理由で
あった。Zさんが信憑性のある情報をもとに部位肉
を買わないといっているのかどうか分からない。し
かし、次に述べる AA さんの食の安全性への意識
から、この地域の人々が生鮮食品の鮮度や品質を注
意して判別しようとする理由が理解できる。
AAさんも、タラートには村で収穫されたものが
売られているから、村のタラートで買い物をしてい
る。肉以外はほとんど自分たちで栽培したものを食
べている。鶏肉は飼育しているので、買う肉は、豚
肉、水牛、牛肉である。ただし、これらの肉はあま
り食べないようにしている。なぜなら、肉は病気で
死んだ動物のものか、屠殺したものかわからないか
ら。買う際には新鮮かどうか注意している。この村
には病院がないので病気にならないためにもあまり
食べない。肉以外の食材は自分たちでつくっている
ものなので安心して食べられるそうだ。ラオスにお
いては医療機関の数も少なく、医療制度も充実して
いないため、人々は病気を予防するために、食品の
安全性への意識は高いと考えられる。
安全性について、野菜をよく洗う、よく加熱する
という調理の際の注意点はみられたが、まな板や布
巾などの衛生管理に関する回答はなかった。
健康、栄養、食の安全性についての知識や情報は、
経験や家族や周囲から教えてもらったほか、20〜30
代の人たちは学校で学んだり、ネット上から情報を
得ていた。30代以上の年代の人はやテレビや役場の
広報から情報を得ていた。
 マナーに対する意識
マナーについて、回答者が日頃から気をつけてい
ること、他者の気になることを訊いた結果の一部を
表に示した。表に示さなかった回答者について
も、表に示した回答者との共通点が多かったので、
ここでは割愛している。注意しているマナーは、食
具の使い方、食事中の行儀（取り分け方、食べなが
ら話すこと、音をたてて食べる、がつがつ食べる、
たてひざをするなど）、食卓を囲む人との調和、と
いった点に集約できた。
ラオスにおいて主な食具はスプーンである。近年
は、箸、フォーク、ナイフも使うようにはなったが、
今回の調査対象者が用いていた食具の多くはスプー
ンであった。A さんの回答にもあるように、汁気
のある料理にスプーンは便利である。表からもわ
かるように、スープもよく食べられているが、日本
のお椀ように、器に直接口をつけて汁を飲むのでは
なく、スプーンを使う。食卓では、大きなひとつの
器にスープを盛り付け、各自の器に取り分けて食べ
るが、家庭や親しい間柄では器から各自のスプーン
を使って直接口に運んでいる。スプーンの深さは浅
く、先が細くなった形なので、汁だけではなく、食
べ物の塊を崩したり、切り離したり、混ぜたりと、
スプーンをフォークやナイフのような用途にも使っ
ている。アルミ製のレンゲを使うこともあるが、や
はり汁ものに使うだけでなく、スプーンと同様に
使っている。
「手を洗うこと」への注意が複数あったが、これ
は食べ物に直接手を触れて食べることが多いからで
ある。特にカオニャオを食べる際には手を使う。カ
オニャオはもち米なので、粘りがあってスプーンで
は食べにくい。カオニャオはひとりずつ茶碗に盛り
付けるのではなく、蓋付きのかごに入れて、食卓に
置く。その籠から直接手でとってとり食べやすい大
きさに丸めて口に運ぶ。汁気のあるおかずやジェオ
に、丸めたカオニャオを直接つけても食べる。
食べ方としてよくみられるのは、親しい間柄だ
と、取り皿を使わず、みんなで一つの皿をから直接
食べている点である。ラオスの家庭では、都市部は
椅子席の食卓もみられるようになったが、伝統的に
食卓に使われてきたのは、持ち運びもできるような
大きさの円卓を床に置いて、人々はその周りに腰を
下ろして座る。商店に並んでいる円卓は籐製のもの
やアルミ製のものをよく見かけた。普段は壁にかけ
て、必要なときにセットする。取り分けて食べるに
は適したテーブルの形である。「たくさん食べるの
ではなく、遠慮しながらたべるようになった」、「汚
い手で食べ物の中に突っ込むこと」「中身を選んで
食べるようなこと、もち米を食べるとき、真ん中だ
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けをとって食べるのもよくない」「テーブルで自分
より遠くにあるものをとるときに注意をする。」と
いう様子から、ラオスではカオニャオやおかずを
銘々ではなく、ひとつの器から取り分けて食べるこ
とが多いため、人々はその際のマナーに気をつけて
いることが推察される。
次にマナーの特徴として、「年功序列で食べる」
「目上の人と食べるときは気をつける」「夫が初めに
食べ、次に妻、そして子どもの順で食べる」のよう
に、年齢、性差、地位や役職によって、食べ始める
順序が決まっていることが推察される。「争いなが
らご飯をたべない」「けんかや議論をしながら食べ
ることはよくない」からも、食卓に集う者の調和を
大切にする姿勢がよみとれる。ラオスでは、食卓に
限らないが、高齢者を大切にする人々をよくみかけ
るが、年配者への尊敬の念を幼い頃から身につけて
いるのかもしれない。
ラオスにおいては、家族・親戚や地域の人々との
共食の機会が多く、若い頃からマナーが身について
いることが示唆された。
 農作業体験および仏教との関わり
回答者のうち、農家出身はサントン郡居住者全員
10名と市街地居住者名の合計15名であった。一
方、農家出身ではない者は12名であった。そのうち
10名は農作業の体験があった。サントン郡居住者の
場合は、全員が農家出身であったが、現在も農業を
専業としている先述の名以外の全員が本業に従事
する傍ら農業に携わっていた。各々の子どもの頃の
農作業体験について次に述べる。
Rさんは、「森で筍を採ったり、畑での仕事を経
験した。現在は食堂を営んでいるが、自らも農地を
所有し、時々世話をしている。収穫した野菜は食堂
でも使っている。子どもたちも農業ができる。」S
さんの場合、「15歳〜21歳のとき魚釣りをしてそれ
を売って学費にあてた。山では筍などの採集をした
が、田舎では何でもした。現在も自ら有機野菜を栽
培しており、農作業体験の影響は100％あると思
う。」Xさんは「，歳のころから農業を手伝っ
ていた。現在にはもちろん影響している。自分の家
は池を持っており魚は網でとり、売ってもいる。子
ラオスにおける食を営む力の育成に関する研究（	）
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表 マナーに対する意識
T
X
Y
D
食事中は口の中にものが入っているときには話さないようにしている。特に外で食べるとき。テーブルで自分より遠くにあるもの
をとるときに注意をする。周りの人に気をつける。家庭や学校で学んだ。
家族で食べるときは自由にしているが、他の場所ではその場にあわせてマナーを守る。例えば、ゆっくり食べる、音を立てない、
子どもたちは喧嘩したり、口の中のものを飛ばしあったりするのでそれを注意する。学校でも手を洗うことは注意している。
特に目上の人と食べているときに気をつけている。ゆっくり食べる、音をたてない、など。このことは子どもたちにも伝えている。
色んな人と食事をする中で学んだ。
汚い手で食べ物の中に突っ込むこと。子どもたちには、食べる前に手を洗うこと、食べ物に手を突っ込まないようにいっている。
父や母に言われたことは、スプーンとフォークの使い方、手を突っ込むな、食べ物が口の中に入ったまま声をださない。
会社員になってから気をつけるようになった。例えば、たくさん食べるのではなく、遠慮しながら食べるようになった。マナーの
本を読んで学んだ。これは小冊子で、簡単なことがかかれているもの。自分はよく読んだが、ラオスの人はそんなに読まない。
立てひざはよくないと教わった。横すわりはいい。音をたてるのはよくない。母親から学んだ。父より厳しかった。家のなかより
も、外で家族以外の人と接しているなかで厳しくいわれた。
ラオスの文化は箸を使わず、スプーンと手を使う。片手でカオニャオを丸め、もう片方はスプーンでおかずを食べる。ラオスのお
かずには汁気のあるものが多いのでスプーンは便利である。自分は祖父は中国人ということもあり箸とスプーンを使って、両方の
食具を併用しようと努めている。二つ目は、食べ物への敬意を払うことである。食べ残しをすてることがないよう、残さないよう
にしている。村のみんなで食べるときに学んだ。親のしつけの影響もある。
E
食べることに集中する、テレビは見ない。けんかや議論をしながら食べることはよくない。周囲の社会の中で学んだ。
食べながらしゃべらない、音をたてない。年長者から順に食べて、両親が先に食べていいというとき以外は、両親が食べ始める
まで子どもたちは先に食べてはいけなかった。両親や周囲の社会の中で身につけていった。
食べながらしゃべる、音をたてない、争いながらご飯をたべない。両親に学んだ。
外務省で研修したときにマナーは教えてもらった。目上の人と食べるときは気をつける。食べながら話すことはよくない。家族や
周囲の社会で学んだ。
そんなに気にならない。気楽に、伝統文化（ラオスでは、指とスプーンを使って食べていた）に従っているだけ。カオニャオは手
で食べる。気になるマナーは、しゃべりながら食べる、音をたてる、スプーンをバーンとおいたりする、荒々しく食べしたり、食
べ残しが汚い。料理学校で学んだ。
ゆっくり食べる、音をたててない、がつがつ食べない。ラオスで大事にしているのは、夫が初めに食べ、次に妻、そして子どもの
順で食べる。注意しているマナーは手を洗うこと。両親や周囲の人、旅行にいったときに他の文化をみて学んだ。
音をたてない、特にスープ。貧乏ゆすりやげっぷをしない、年功序列で食べる、中身を選んで食べるようなこと、カオニャオを食
べるとき、真ん中だけをとって食べるのもよくない。ひざをたてて食べるのもよくない。両親に学んだ。

どもたちも農業を手伝っている。」T さんは、「農
業・林業体験はある。魚もネットで獲った。体験の
影響は、たとえば、きっちりとした野菜がさがせ
る。」V さんは、「農業は、すべてを経験している。
店を始める前は、魚を売っていた。山仕事も経験が
ある。影響はもちろんある。今も、時間があると山
や畑にいって作業をしている。自分は狩猟もする。」
市街地居住者17名のうち名は農家出身であっ
た。農作業の体験については、Aさんの場合、「米
やきゅうり、キャベツ、ニンジン、トマト、十六さ
さげ、チリ、レモングラス、バナナ、ミントなどの
栽培や収穫の経験がある。魚釣りや養殖の経験もあ
る。養殖は、川から引いてきた水を小さな池にし
て、そこで魚に餌を与えて育てる。山では根菜類、
きのこ、筍や昆虫の採集をおこなった。」E さんの
場合、「−歳の頃、両親と一緒に田んぼへ出か
けていた。米を捨ててはだめということを覚えた。
	つの米ができるのは大変なことだ。」Qさんの場
合、「体験からものを大切にすることを学んだ。」
市街地の非農家出身者の農作業体験やその影響に
ついては、C さんの場合、「野菜を育てて、筍を採
集したこともある。主にキャンプの際に体験した。
そのおかげで、新鮮なものがわかり、その育て方が
わかるようになったと思う。」Dさんは「実家は農
家ではないが、現在も父親が野菜や果物を栽培して
いる。子どものころは手伝いをしていたが、学校に
いくようになって忙しくて手伝わなくなった。その
体験の影響はない。」Pさんは、「子どものころから、
きのこや筍、山菜を採っていた。農家出身ではない
が、実家は農地を持っていた。現在、菜園のある別
宅に時々滞在して野菜や果物を育てており、収穫し
たものを料理に使っている。」
以上の農作業の体験を図にまとめた。山林で筍
や茸採り、畑や野原では野草積みや昆虫・小動物の
捕獲、野菜の栽培、池や川では魚釣りに貝拾い、そ
して魚を養殖していた。収穫物は自家用だけではな
く、近隣で分け合ったり、売って収入を得たりして
いた。市街地およびサントン郡の間に違いはみられ
なかったが、農家出身者の体験内容は多様であっ
た。
子どもの頃に体験した農作業は、技術を身に付け
ることに加え、食品の品質を見定めたり、米やもの
を大切にする気持ちを育んでいることが推察でき
た。また、その体験を次代に伝えようとする姿勢が
特に農村でみられた。
次に、仏教が生活におよぼす影響について訊ねた
結果を表に示した。ラオスの仏教は、主に上座部
仏教である。国民の約割が仏教徒といわれており
（Maha 2005）、仏教はラオスの人々の精神的な支え
となっているとも思われる。寺院の数も多く、そこ
では僧侶や尼僧が家族から離れて暮らしている。僧
侶等は祭事、行事のある日以外は、読経と瞑想、勉
強などの修行に明け暮れるが、その修行のひとつが
托鉢である。ラオスの町や村の朝は托鉢から始まる
といえるほど、早朝の僧侶の行列がやってくるのを
見かける。僧侶の行列が近づくと、道ばたで在家の
人々が、炊いたばかりのご飯や食材、菓子などを施
している。このような在家の人々による賄いを喜捨
といい、喜捨はお布施のひとつである。托鉢から
戻って、僧達は寺へ戻って、施された食べもので朝
食を整える。僧侶は調理には関わらないそうだが、
寺院によっては尼僧や地域の人々が調理を担ってい
る。昼食には、11時くらいに主に女性達が昼食を
持って寺院に向かう。
本人あるいは家族が僧侶への喜捨に参加している
という回答者が、市街地在住者とサントン郡居住者
をあわせて23名であった。
市街地在住者とサントン郡居住者ともに多かった
のは仏教で食用を禁止されているものがあり「犬、
馬、象、へびは食べない」のように、それを守って
いるという回答であった。喜捨に際して注意してい
るのは「新鮮なものを届けるようにしている。」「僧
侶に持っていくものは、家族のものとは別にしてい
る。決して家で残ったものをお供えすることはな
い。アルコールや生肉は使わない。」
仏教の影響として「生きるために食べるのであっ
て、食べるために生きているのではない」「生命を
維持するために食べているのであって楽しみで食べ
ているのではない」「食べるというは他の生命の命
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図 農作業の体験内容
をいただくことで、動植物のあらゆる部分を食べる
ということにつながっている。」「生きるために食べ
るし、正しくよりよく生きるために食べる。」といっ
たように、食物連鎖の頂点にいる人間としての規範
を仏教から学んでいる様子が読みとれた。
市街地居住者の、「動物を食べるが、と殺（魚を
含む）するというのが苦手。既にと殺されたものを
買っているので。生きたものを買うことはできな
い。」「飼っている鶏やアヒルは食べない。買って来
たものは食べられるけれど、飼育しているものは殺
せない。」「満月のときには肉や魚を食べない。」と
いう回答には、肉や魚を食べるが、殺生は避けたい、
満月の日は食べないなど、限定的な肉食について述
べられていた。
サントン郡居住者の回答者は全員が、回答者自身
かあるいは家族が喜捨に参加していた。仏教の影響
として、「人生の節目に僧侶をよんで、食事をみん
なで分け合う。」「仏教は調和して生きていくこと
を、安定して生きていくことを教えている。」「ラオ
スの文化では、日本人や中国人など外国人が来ても
歓迎し食卓の食べ物を分け合い一緒に楽しむ、幸せ
を分け合う、みんなで分け合う。食べ物を分け合う
というのは仏教の影響」といった回答があり、そこ
には調和して生きる、食べ物を分け合うという共通
点がみられた。市街地居住者のように、動物の殺生
を避ける様な言及はなく、家畜をと殺する機会が日
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D
F
G
H
A
K
L
O
P
表 仏教の食生活へ及ぼす影響
Q
R
S
B
T
喜捨は誕生日など時々している。
U
一般人にはない、何食べてもよい。
V
仏教は何でも食べられる。20歳まで僧侶の見習いで寺院にいた。
W
喜捨は毎日しないが、時々する。誕生日など。食生活に影響はない。
X
動物を食べるが、と殺（魚を含む）するというのが苦手。既にと殺されたものを買っているので。生きたものを買うことはできな
い。生命を維持するために食べているのであって楽しみで食べているのではない。喜捨は誕生日など時々する。母親は喜捨を毎日
している。
Y
仏教は何でも食べる、自分は何でも食べる。母親は足が悪くなるまでは毎日喜捨をしていた。生命を維持するために食べているの
であって楽しみで食べているのではない。
Z
他の生命に敬意を払うことである。自分は動物を殺生したことがない。動物の命を大事にしている。野菜中心の食生活をしている
ことも、仏教の影響があると思う。大切にしているポリシーは、生きるために食べているのであって、食べるために生きるている
のではない。よって、自分は時々、夕食をぬくことがある。仕事の関係で、職場でピザを取ったりすることがあるが、切れも食
べれば十分で、そのときは夕食をパスする。
AA
C
時々、喜捨をしている。新築のとき、旅をするとき祈らなければならない。寺の建物は村人がつくるので時間がかかる。
時々、喜捨をしている。サントンには30の寺院がある。多くの人々が喜捨している。
仏教の影響は生活に現れている。メリットを得るため人生の節目には僧侶をよんで祈ってもらう。食生活においても、犬、馬、象、
へびは食べない（仏教で禁止されている）。しばしば喜捨に行っている。
自分は寝る前や旅行したときにお祈りをしている。お寺にいって喜捨をする。7−10月に僧侶がお寺にこもるとき、そのうちの15
日間は子どもをつれてお寺に行って、喜捨をする。家の近くを毎朝僧侶が托鉢にくるので喜捨もしている。
喜捨をよくしている。時間のある限り行っている。食生活にも影響がある。新築時など人生の節目に僧侶をよんで、食事をみんな
で分け合っている。
毎日喜捨をしている。仏教の大きな行事のときも喜捨している。喜捨の際に注意しているのは新鮮なものを届けるようにしてい
る。食生活への影響も同様である。
喜捨は毎日行っている。子どものころから関わっている。食生活への影響は、生きるために食べるし、正しくよりよく生きるため
に食べる。
他の生命を大切にして、全部食べないといけない。食べるというのは他の生物の命をいただくことで、動植物のあらゆる部分を食
べるということにつながっている。月に	回の仏教の日には妻が喜捨に寺院に行っている。
仏教は調和して生きていくことを、安定して生きていくことを教えている。喜捨は妻が毎日いっている。特に仏教の日、例えば、
明日は仏教の日だから妻がお寺へ行って僧侶のご飯をつくる。
喜捨にも毎朝参加している。食生活に関しては、食べてはいけないものを守っている。また飼っている鶏やアヒルは食べない。
買って来たものは食べられるけれど、飼育しているものは殺せない。
喜捨には妻が参加している。ラオスの文化では、日本人や中国人など外国人が来ても歓迎し食卓の食べ物を分け合い一緒に楽し
む、いつもウエルカム、幸せを分け合う、みんなで分け合う。食べ物を分け合うというのは仏教の影響。
喜捨に毎朝参加している。料理を寺にもっていったりするし、また回／月は菓子や米をもっていく。食生活への影響はない。何
でも食べてもよいことになっている。
毎日、喜捨をしている。カレンダーをみて仏教の日にお寺に行ってお供えする。喜捨で気をつけているのは、僧侶に持っていくも
のは、家族のものとは別にしている。決して家で残ったものをお供えすることはない。アルコールや生肉は使わない。
なんでも食べるので食生活には影響はない。
月から10月の満月の日には寺へ行って喜捨をする。独身の頃には喜捨をよくしていた。満月のときは肉や魚を食べない。
常的に未だ残っている農村部の様子がよみとれる。
昼食時の喜捨を見学するため、修行の寺として名
高いヴィエンチャンのWAT PANAKHUN NOI と
いう寺院を訪れた。在家の人々は、毎日やってくる
人も入れば、時々やってくる人などもいる。筆者が
訪問した日に訪れた在家の多くは年配の人であっ
た。ラオスでは多世代同居家族が多いので、若い人
たちは仕事に出かけていって喜捨に参加することは
難しいところを年配者がカバーしている。カオニャ
オやカオチャオのご飯以外にその日は約30種類ほど
の料理が集まり、並べられた。鐘の合図で、世話役
の人が挨拶をし、僧侶が読経／説教をし、食事が始
まる。まずは、僧侶が自分の托鉢用の鉢の中に食べ
物を取り、各々無言で食べ始める。僧侶の次に人々
が食べ物をとりわけて、いくつかのグループに分か
れ食べ物を囲み、会話を楽しみながら賑やかに食事
する。寺院に棲む犬や猫も人間と同じ食べ物を同じ
場所で一緒に食べている。残った食べ物は、人々が
分けあって持ち帰る。ほか、残飯は畑の肥料にな
り、残ったご飯は天日干しにしていると鳥が食べ、
食べ物を無駄にすることはない。このような食べ物
を分け合う食事の景色が毎日続くということであっ
た。
	 おわりに
ヴィエンチャン居住者の食生活の実態より、以下
のような力を食を営む力として捉えた。
	．米を中心に野菜や魚や肉類の副食を摂り、様々
な食品を組み合わせて食べている。
．家族・親戚や地域の人々との共食の機会が多
く、若い頃からマナーが身についている。
．正月や祭事、家族や親戚の集まる際に頻繁につ
くられる食べものがあり、現在もなお家庭で作
られており、親しまれている。
．食材は市場で購入し、病気にならないよう安全
性には気をつけて食品をチェックして買ってい
る。
．子どもの頃に体験した農作業によって、農業の
技術が身につき、食品の品質を見定めたり、米
やものを大切にする気持ちが育まれている。
．食物連鎖の頂点にいる人間としての規範や、調
和して生きる、食べ物を分け合うことを仏教か
ら学んでいる。
ラオスにおいては、伝統的な食べ物や食べ方が保
持されている。伝統的な食文化はヴィエンチャンの
市街地のような都市部においても健在であった。先
進諸国においては失われつつある力、つまり食育推
進の課題となってしまった食文化の継承が人々の食
を営む力にはあることが示唆された。
以上のことより、ラオスにおいては食育の必要性
がまだ高まっておらず、食育の概念が国民の間に形
成されていないことが考えられる。一方で、栄養不
足と栄養過剰、食の安全性という健康への影響を及
ぼす問題を抱えていることも推察できる。ラオスの
場合、途上国型の栄養転換という課題が、今後益々
大きくなっていくと考えられる。食文化の継承や栄
養転換の課題解決のためにも、ラオスの人々のあい
だに食育の概念が浸透し、食育を推進することが必
要になってくるであろう。
今後は、本調査の結果を基礎データとし、質問紙
調査をおこなって、食を営む力についての考察につ
なげたい。
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―注釈―
＊	：唐辛子や香味野菜の風味をベースに、野菜や肉類
魚類、キノコ類を加えてペーストにしたディップ
ソース
＊：もち米を原料にした麺（カオピア）に豚骨や鶏ガ
ラでとったスープを注いだもの
＊：ラープとは、鶏肉、豚肉、魚肉、牛肉等の加熱し
た挽き肉をコリアンダーやミントなどのハーブ類
と一緒にあえたもの。唐辛子、フィッシュソース、
ニンニク、ガリンゲル（ジンジャー）等で香りや
味を調える。
＊：カオプンとは、もち米粉でつくった麺にスープや
レモングラスやミント等のハーブ類を加えて食す。
スープは豚骨や豚挽き肉、豚皮や鶏足でとったブ
イヨンをベースにココナツミルク、唐辛子のペー
スト（唐辛子粉、レモングラス、カー、リーフ、
オニオン、ガーリック、ドライペッパー、カピ（エ
ビのペースト）を混ぜて炒めたもの）を加えてつ
くる。
＊：おかゆ
＊：魚料理。パデークというラオスの伝統的な魚醤と
唐辛子、玉ねぎ、ニンニク、蒸したなすをすり鉢
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でつぶしたペーストを味のベースにし、くたくた
に煮たもの
＊：タラートは様々な商店（特に衣食住に関する）が
集まる市場である。市場には卸売市場、卸売り機
能を果たす朝市、常設市場と調理済みの総菜を主
に販売する市場も含まれる。首都ビエンチャンに
はつの主要な市場を含む28箇所の市場がある。
経営は国営と民営の部門があり、民営はリース
形態によるもの。小売り機能と卸売り機能を併せ
持つ場合と、市場自体が小売り市場をさす場合と
がある（坂本・武田 2006）。
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